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背景 plug-in分布はm埋め込み曲率方向へ曲率に応じてシ
フトすることで期待KLを最適に改良できること、またベイズ
予測分布はこのシフトを事前分布に依らずに達成することが知
られている (Komaki, 1996)。　しかし高次元の場合はモデル
に特別な構造を仮定しない限りベイズ予測分布の構築は困難。

新しい予測分布の提案

• η座標系において曲指数型分布族のプラグイン分布から外
側の指数型分布族のプラグイン分布へのシフトと正反対に
シフトするOppositely-Shifted予測分布を提案

• OS予測分布は指数型分布族から飛び出せないという制約
の下での最適なシフトを平均的に達成することを示す。
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OS予測分布の構成法

exponential family E

curved exponential family P

plug-in distribution (P)

plug-in distribution (E)

OS predictive distribution
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